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令和8年10月21日現在、日本南方海上に、台風30号が発生しており、今後の進路によ

っては、農作物や畜産への影響が懸念されますので、今後の台風情報に十分注意し、下記

対策を徹底して下さい。

   

記

【共通項目】

○ 人命第一の観点から、ほ場の見回り等については、気象情報を十分確認し、大雨や強風

が治まるまでは行わないこと。また、大雨等が収まった後の見回りにおいても、増水した

水路その他の危険な場所には近づかず、ほ場周辺の安全に十分に注意し、転落事故等に

遭わないよう慎重に行うこと。

○ 気象庁の台風情報を基に、地域における雨・風等の影響を把握しつつ、農業者に対し地

域の品目や生育ステージに応じた対策を速やかに行うよう現場に周知徹底すること。

○ 局地的な大雨が予想される地域においては、ほ場の冠水の恐れがあることから、速や

かな排水に備えておくこと。特に、これまで冠水したことのあるほ場や地域については事

前に十分に準備しておき、排水ポンプの融通等についても積極的に進めること。

○ 台風通過後の対策として、病害虫の適時適切な防除を心がける。特に、病害虫防除所か

ら発表される発生予察情報に基づき適期防除に努めること。なお、農薬を使用する際に

は、ラベルに記載された使用基準を遵守し、周辺への飛散低減対策を講じるとともに、適

時適切な散布に心がけること。

【園芸用施設における共通事前対策】

〇 ハウスの側面、妻面、屋根面の補強資材を設置し、構造強化を行うこと。また、留め具等

に緩みがないか等点検し、必要な補修を行うこと。

〇 ハウス周辺について、強風時の飛来物による損傷を防ぐため、片付けや清掃を行うこ

と。また、燃料タンクやガスボンベ等がしっかりと固定されているか、元栓を締めている

か点検すること。

〇 ハウス周辺は、雨水の滞留やハウス内への侵入がないよう整備すること。谷樋や縦樋、

排水溝は清掃を行い、速やかに雨水が排除できるようにしておくこと。

〇 停電に備え、手動換気やカーテンの手動開閉等の作業内容の手順を確認しておくこと。

また、かん水用水の貯水を行うとともに、非常用電源が確保できる場合は事前に動作確

認を行っておくこと。



〇 栽培を行っていないハウスや強度が低いハウスは、事前に被覆しているビニールを除

去するなどハウスの損傷を未然に防止すること。

１．水稲

(1)収穫期に達しているものは、可能な限り速やかに刈り取る。

(2)排水路を整備し、冠水を防止するとともに、冠浸水した場合は速やかに排水を図る。

２．大 豆

(1)圃場の周辺に側溝を整備するなどにより排水性の向上に努め、できるだけ早く表面停

滞水の除去を図る。

(2)倒伏した株は丁寧に引き起こし、登熟が進むように努める。

３.野 菜

【露地野菜】

(1)ほ場周囲の防風対策の整備、補強を行うとともに、ほ場内や周囲の排水溝を点検・整備

し、ほ場内の冠水・滞水を防止する。

(2)株元からの損傷を防ぐために、土寄せを行う。

(3)網や寒冷紗、べたがけ資材等を被覆し、茎葉の損傷を防ぐ。

(4)支柱(ネット)栽培のものは、支柱の結束・誘引補強等を行い、倒状・茎葉損傷を防止し、

生育初期のものは、支柱より離し、べたがけ資材等で被覆する。

(5)育苗中の野菜苗は、可能な限り納屋等の屋内に移動させる。万一、移動ができない場

合は苗を防風ネット等で被覆して軽く押さえるように固定する。

◎以下、事後対策

(6)滞水している場合は、排水溝を点検し水を早急にほ場外に排出する。

(7)潮風等を受けた場合は、速やかに清水で茎葉を洗い流す。

(8)風雨の後は、特に病害の発生に注意し薬剤防除を行う。また、草勢が弱った場合には葉

面散布を行い、回復を図る。

(9)支柱(ネット)栽培で倒伏した場合は、茎葉を傷めないように時間をかけて立て直す。

(10) うねが崩れた場合は、土壌の乾き具合を見て、再度うね立てを行う。

(11) 移植可能な野菜は補植苗を準備し、欠株した場合は速やかに植え付ける。また、再び

は種を行う場合は、時期に合った品種選定を行う。

【施設野菜】

(1)台風情報によっては、事前にビニールを除去し、施設の損傷を少なくする。

(2)妻面、サイド等を開放して管理している場合は、風雨が強くなる前に全面被覆状態にす

る。全面被覆ができない(間に合わない)場合は、内部の支柱やネット等を直管パイプや

紐等で補強する。

(3)全面被覆の施設で風の入り込み箇所があると、強風の際、施設に大きな被害をもたら



す場合があるので、サイド・谷・出入口・換気扇の吸排気口などの箇所は、気密性を高め

る対策を行っておく。また、強風時の換気扇運転(吸気口を閉状態)は、気密性を高める

のに効果的である。

◎以下、事後対策

(4)ビニールの修繕、再被覆が必要であれば早急に行う。

(5)風雨が収まったら、施設内の換気(除湿・下温)を行うとともに、特に病害の発生に注意

し薬剤防除を行う。また、草勢が弱った場合には液肥の葉面散布を行い、草勢の回復を

図る。

(6)株(支柱)が倒伏した場合は、茎葉を痛めないように時間をかけて立て直す。数日後に

回復の見込みがない黄化、枯死した茎葉(株)は除去する。

【アスパラガス】

(1)ビニールが剥げた場合に親茎が絶対に倒伏しないように、支柱を地中に打ち直すなど

して強く固定する。誘引ネットは、親茎の高めの位置に展張し、支柱に結び付け、強く固

定する。

(2)ハウスの周囲に防風ネットを張り、直接当たる風を和らげる。

(3)高温対策のため、妻面、サイド、天井ビニールを開放している場合は、風雨が強くなる前

に早めに閉める。また、台風通過後はハウス内が高温とならないよう速やかに開放す

る。

◎ 以下、事後対策（ビニールが剥げた場合）

(4)倒伏して株元が折れるなど損傷が激しい場合は、親茎を除去する （圃場に放置しな

い）。

(5)倒伏が軽い場合は、ゆっくりと時間をかけて親茎を起こす。

(6)潮風等を受けた場合は、速やかに清水で洗う。

(7)褐斑病、茎枯病などの病害防止のため、風雨が弱まりしだい薬剤散布を行い、予防に努

める。また、できるだけ早くビニールを再被覆して雨除けを行う。

４.果樹

(1)防風（破風）垣（網）を補強する。

(2)果樹棚の補強及び枝の結束、高接ぎ樹の枝の結束を行う。特に、改植した若木園や苗

木については、倒伏および枝が裂けないよう必ず結束する。

(3)暴風情報によっては、収穫期に入っている果樹または収穫期に近いものは事前に収穫

する。

(4)天井被覆を除去したハウス栽培では施設の補強を行う。天井被覆したままの場合は施

設の補強、ビニールの押えを強化するとともに、ハウス内に雨水が流入しないよう、ハ

ウス周囲の側溝、排水溝の整備を行う。暴風情報によっては、事前にビニールを除去す

る。



(5)みかんのマルチ栽培園では、被覆資材の押えの確認または巻き上げパイプの固定によ

り、被覆資材の破損防止と雨水が流入しないよう努める。

(6)潮風害が予想される地域においては、事前に雨水等の潅がい水を確保するとともに、

潮風害を受けた場合は、速やかに清水で洗い流す。

(7)倒伏した樹については、健全な根を切断しないようにできるだけ早く引き起こし、支柱

を添えて固定する。

(8)土砂が集排水溝に詰まった場合は、土砂を除去するとともに、樹の根元の土が流出し

た箇所には覆土を行う。

(9)枝折れ、裂傷が生じた場合は切り落とし、傷口に癒合剤を塗布する。

(10) かんきつ「かいよう病」およびびわの「がんしゅ病」予防のため、台風前に薬剤を散布

する。また、台風通過後は風傷等から感染が拡大するので、早めに薬剤散布する。

５.茶

(1)摘採や整枝の時期が近い場合は、事前の摘採や整枝により樹高を低くする。

(2)茶園周囲の排水溝を清掃整備し、他からの表面水の流入を防ぐ。

(3)倒伏した幼木は、動く範囲で引き起こし根本を固める。株元に穴が開き、根が露出した

場合は、直ちに土寄せ覆土して敷き草を補給し、地際部や根を保護する。根の損傷の激

しい株は、枝葉を切り戻し水分の蒸散を抑制する。

(4)風雨により葉ずれ、葉傷みが激しい場合は輪斑病や赤焼病の発生に注意し、予防のた

め殺菌剤を散布する。

(5)潮風を受け、葉に塩分を認めた場合は、速やかに樹体に十分量を散水し洗い流す。

６.花 き

(1)ハウス等の施設は倒壊しないように基礎及び支柱を補強すると共に、網、紐などでビニ

ールの破損防止に努める。状況によってはビニールを切り離し、施設の損傷を少なくす

る。

(2)圃場の周囲に排水溝等を設置するなど、ほ場内の排水に努める。

(3)支柱栽培のものは支柱の補強結束等を行い、倒伏を防止する。

(4)強風後に倒伏した場合は、すみやかに引き起こす。また、病害の発生に注意し薬剤散布

を行う。さらに、液肥の葉面散布等によって草勢の回復に努める。

(5)潮風等を受けた場合は、速やかに清水で洗う。

(6)移植可能なものは、補植苗を準備し、欠株した場合は速やかに植え付ける。

７.畜 産

【家畜】

(1)強風、突風により、畜舎等の倒壊、損傷が懸念されるので、屋根等の補強を実施すると

ともに、畜舎等周辺を十分に点検し、雨水の流入、浸水等がないように排水溝の点検等

を行う。

(2)浸水、雨漏り等から畜舎内は、高温多湿、不衛生となるので、通過後は速やかに畜舎及



びその周辺の排水を図り、敷料の交換、空気の入れ替え、排せつ物の搬出等により、乾

燥化を図るとともに消毒を実施する。

(3)畜舎内外の清掃、消毒を実施し、細菌、ウイルス並びにその媒介動物となる害虫、吸血

昆虫を駆除するとともに、消化器病、外傷等異常家畜の早期発見と観察に努める。

(4)酪農経営においては、発電機を準備し、適切な搾乳を行うとともに、衛生的な搾乳器具

の取扱いおよび搾乳後の生乳の冷却保存を行う。

【飼料作物】

(1)転換畑等の排水不良が懸念されるほ場では、冠水が長く続くと、飼料作物の生育不     

良、機械作業への支障等を招きやすいので、小排水溝を適宜設置するなど、地表水  

の排除を良好にして、湿害の防止に努める。

(2)天候、被害の程度に応じた迅速な作業が行われるよう、機械の共同利用、共同作業の

体制を整えておく。

(3)飼料畑の冠水・表土流失等により、発芽不良や発芽不能が予測される場合は、再播種

用の予備種子の確保に努め必要に応じて再播種を行う。

(4)生育初期の飼料作物については、天候の回復を待って速やかに、中耕、追肥を行い初

期生育を促進する。     


